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て仕事に從事 した後肺結核を焚病 した ものの中休

.聲期闇2年 以内の ものでは肋膜炎畿病後5年 以内

に肺結核 を畿病 した ものが大多数であるに反 し、

休養期間2年 を越えるものには少 くとも今同集計

の範園ではそれが11例 もない◎それ故、肋膜炎嚢

病後2年 醐は休養する事が重要である。

(3)肋 膜炎が一旦治癒輕快 して仕事に從事し

た後肺結核を獲病した ものの中肋膜炎嚢病後5年

以内に肺結核 を嚢病 した ものが大多歎(76・4%)で

あ り・而 も、5年 以内の各年の爽病者数 と5年 を

越える各年の焚病者籔 とを比較すると格段の相違

・が あつ て
、肋膜炎焚病 後5年 間は儲學的 な監覗が

必要で あ る。.,・ ・
蕃

欄筆す5に 臨み御懇篤なる御指導と御校閲とを賜わ

りたる恩飾坂口名轡教授、沖中教授及び北本助教授に

i野して謹しみて深甚なる感謝の意を表 し》國立東京療

.蚤 所長砂原博士に深謝する。 ・
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結核蔚培養 に於 ける資材節約に關する研究

第一 報 培 養 基 に就 いて …一 一其 の一幽

き の

財團法入 結核豫防會結核研究所(所長 硬部英雄)

小 川 辰 次

r緒 ,論

・ 結核菌の培養に瀾する研究に於て、ここ二三年

來、鶏卵が不足してきた。このこまは猫逸に於て
1)

も見 られる◎自IJちBrun◎Albrecht(194わ はHo

hnの 第四培地の鶏卵を、牛孚し蛋白馨品で一部代

用 して よい成績をあげている。又我が國に於て も
2)3)" .

占部、山田氏、増田氏の培地静約の考案がある。

余等 も資材を節約することを考案 し、その一部は、

昭和17年 、第20同 日本結核病學會総會、昭和

M8年 第21同 日本結核病學會総會の席上で畿表し

たが、その後の研究 も、合せてここに畿表する。

II.實 験 方 法

4)

周片倉培地が鶏卵培地では、簡輩で、しか も稜

育が良いことがあかつたので、種々の試作培地 を

作 り、喀疾の培養により岡片倉培地と上ヒ較L、 之

に匹敵するもの を試作培地中に爽見することに努

めた。即 ち4多 の硫酸水を喀湊の10倍 量加え・

30分 室濃に放置し、1分 闇3000廻 韓の 遠 心器

で、10分 聞遠心沈澱 し、その沈澄を1白 金耳宛

培養、ee封蝋 して37GCの 艀卵器に入れ、時々検査

して、陽牲牽、聚落の嚢見する迄の日鍛、雑菌侵

入率及びその後の獲育の様子を、2ケ 月に鉦つて

比較観察 した◇

III・ 實 験 成 績

'　 (1)稀 繹培地

ノ

先す從來の鶏卵培地の組成を見ると、鶏卵と基

汁との比が2:1・ 乃至は4:6の 割合になつてい

るが、この基汁が もつと多 くなつた らどうか?

即ち鶏卵の濃度が、もつ と稀澤された場合にはど

うかと思い、種 々貴験した結果、岡片倉培地の揚

合は、鶏卵と基汁との比が5:4で も、 本來の岡

片倉培地との間には何等の差異 も無いことを知つ

た◎ しかし、之ではい くらにあ飾約に`妻な らな

ひ。

(2)再 生培地

二・旦使用 した鶏珈培地は・何 まかして再び倖用

することが萬來るようにならない ものか?そ れ

で先す喀湊培養に使用した増地の中で、結核菌も

L__20-一 一
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第1表 再 生 培 地 に 繭 す る實 瞼
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蟹,
嚢育しないし、雑菌 も獲育 しなかつた ものにつき

襯 だけを馳 搬 て♪新し唄 糟 培地と些較

して見た◎

すると;第1表 實験で見るように、陽牲率が岡

片倉培地でな、76。6%で あるのに、一旦使い古し

た増絶では43%で ある◎且交叉聚落の獲育する

迄の期闇も、岡片倉培地に比して一寸遅れる。雑φ

菌 も岡片倉培地に上bして多V・添、兎に角、使い古

した培地でも・ある程度結核菌¢～獲育ゐ可能な事

を知つた。それで更に使い古 した培地の綿栓を取

り搬 斜 面を其ρ騰 用して湛 の上燗 片倉培

地の鶏卵と基汗とを混合 した ものを、2cc宛 重愚

して・之を血清凝固器で固め、岡片倉培地に比較 し

て見た。其の威績は實験1[で あち。表中()の 中'

に有虞置として あるもρは4%の 硫酸水で塵置 し

て喀疫 を培養 した結果・培養陽性のものぐ或いは

陰性であつた培地に重蛭した ものであり、無虚置

としてあるのは、硫酸で虞置する事なしに、B.C.G

の培養をやつて・聚落の澤山焚育 した培地に重虹

した ものである。之等の培地ぱ、本來の岡片倉培

地 とは・陽性傘と云い、聚落の襲育する迄の期聞

と云い・又其の後の結核菌の獲育の歌態と云い、

縢 の懸 糠
鑑一籍翫撫

何等の差異の無い事を獲見 したが、然 し此の瘍合

で も矢張 り魯生 した増地には、雑菌の侵入が多ヵゴ

つた◎次に肋水を主成分 とした1)、2)、3)の 様

な虚方の培地の使 し古 したもの(之 等の培地は岡
晦 片倉培地

に比較すると、何れ も著明に獲育が悪い)

につ き・前同様にして重蛭 して培地を作 り比較す

ると、實験∬の様に、全面的に岡差倉培地に比 し

劣つている◎又此の三種の増地中、肋水に鶏卵を

混みした壷 を有 し・且・岡片倉培地の要素を混入

した(3)の 培地が、叢育が良い事がわかつた。以

上の實験により、使い古 した岡月倉培地で も、其

の上に新 しく重畳すれば、新 しい岡片倉培地と同

様に使用繊來る事。3ぐ鶏卵培地は、〃結核菌が利用

する部分は、斜面の表面の部分だけであろ うと云

う寓◎ しか し深郵の土盛 となる部分 も、ある程度

の影響のある事がわかつた。それで、土蔓を更に

色 々と工夫 して、其の上に鶏卵培地の鶏卵と基汗

の混合液を重盤 して、血清凝固器で固めれば、冊
"
片倉培地と同様の ものが禺來るのでは無いか?

若 しかかる事が可能であつたら、鶏卵を從來の

1!3量 に減 らす事がμ1來ると考えた。

(3)塗 布培地

脚一 一21__
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寒天1ブ3%の 塞 天の土台に岡片倉・培地の鶏卵基汁混合液を2ee入 れ て固めたもの。

2)〃3ec〃 ズ
3)1■ .4ccグ.

4)3%の 寒天の申に剛}費 培地基汁の各要素を ユ/3量に入れて其の上に岡片倉培地の鶏卵基汁

混合液2ecを 流込んで再び固めたもの。

先す第一に、 肋水を4cc宛 分注 して血清凝個

器で固め、更に其の上に岡片倉培地の鶏卵 と基汁

との混合液を義2cc宛 重墾 して、更に血清凝固器

で固めて培地を作 り、之を岡片倉培地 と比較する

と、第2表 肋水實験の様である◎即ち陽性率 も、

聚落の獲育する迄の日撒 も、岡片倉培地とは比較'

にならない程の悪い成績である◎次に岡片倉培地

の基汁に含 まれる各要素を、岡片倉培地の場合の

W3量 を肋ノ1くに漉入して周め、 同様に して其の上

に岡片倉培地の鶏卵 と基汁とを混含した もの老重

愚 しπ出來た増地 と、岡片倉の培地とを比較する

と、肋水實験 互の様な成績で、大膿、陽性率は、

岡片倉培地と{差は無　/・が、聚落の嚢見する迄の溺

数が、;il日 の開 きがある。次に3%の 塞天で蔓

塾

を作 り、、其の上に岡片倉培地の鶏卵と、基汁の混

合液を2c.c.3c。c.4c.c・ と重聾して圃めて{之 準

を岡片倉培地と比較すると、皿の様である。即ち

此の場合は、肋水の場脊 と違い、可なり良 く獲育

する。殊に重懸 した鶏卵液の量の多い程嚢育が良

くなる◎

然 し聚落の獲育が認められる迄の期悶が、岡壕
り も

倉培地に比 して、どうして も長 くなる傾 向 が あ

る。次に3%の 寒天に更に岡片倉培地の基汁の各

嬰素 に1/3量 に入れて峯 を作 り、其の上に同様に

して、鶏卵と基汁との混合液を重蛭 して、周片倉

培地と比較 したのがIVの實験である◇之によると

岡片倉培地との闇に全然差が無い。次に勤水 に岡

片倉培地の基汗の各要素を>1/3量に混入して憂 を

一 一一22
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作 り、其の上に鶏卵 と基汁の混合液を重蛭 したも

の と、塞天に岡片倉培地の基汁の1/3量 を入れて

嘉 を作 り、其の上に鶏卵と基汁の混喬液を重聲 し

て出來た培地とを、同時に比較したのがVの 實験

である。之にまると、寒天を壷とした ものは、實

験IVの 揚合 と同様、岡片倉培地と殆ん ど差が無い

が、肋水を墓 とした ものは、陽性率は岡片食培地、

とは差は無いが、聚落の焚見する迄の日撒が少し

邊れる◎それで結局、我 々は次の様な虞方にずれ

ば、鶏卵が從來の鶏卵増地に比 して1β 量で足 の

しか も岡片倉培地に匹敵する培地 を作る事が出來

ると云う所まで到達 した。

塞 天

第一燐酸加里

第二燐酸曹達

味 の 素

グ リセ リン

蒸 溜 水

〆 等

9.09

0・59

曳O.59
燈 価

1」Og

6.Occ

30αOcc

か と云 う事を、種々槍討 して見た～

第3表 寒天培地に關する實瞼

欝 鱒 陽…
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3)

4ン

5)

6)

9

1

81

i緊落 の獲見する迄
に要 した日吸

(陽 性率)雫 均(最 短～最
。長)
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9。0(9～9)

;17.org～31)

璽4、1(9!》24)

㌔

之 を4cc宛 分注 して斜面に圃める。其の上に

岡片倉培地の基汁と鶏卵 との混合液を2CC宛 重

聾して・900Cl,H¥聞 、血清凝固器で固める。
5)

余等と同様の考の下に其の後、上坂、友田氏等

が、第一燐酸加里と、第二燐酸曹蓬を混入した3%

の寒天で壷 を作 り、其の上に鶏卵液を重蛭 して出

來た培地は、L6wensteinの 培地 と比較 して 何等

差異が無 く、鶏卵 も、從來の鶏卵培地 に 比 して 乙

1/3量 で足 りると報告している◎'

(4)寒 天培地 。 、

寒天は値段 も安 く、之を賦形測として培地を作

り、鶏卵を全然除外する事が餌來れば、大攣妊都
6)

合である。今迄にもグリセリヒ寒天培地、He鵬
7) 、

の培地等があり、我が國で も傍藤氏は、玉黍蜀、・

魚肉の浸萬液を混入した培地を考案 しているが、

之等の増地は、分離培養に使用する場合は、何れ

も鶏卵増地に比し、ある程度の遜色は冤れない。

必塞天に卵黄を加えた卵黄塞天増地なども、從來

の鶏卵堵地に比すれば・劣争事は何人 も認めてV・

る所である。それで余等は、寒天は結核菌分離培

養に使用する事が出來ないものか どうか?出 來

るものとすれば～如何なる種類の形にすれば良V・

謎:培 地の種類は次の様である◎

D麟
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1)+卵 ピ11e%

1)+卵 黄液lC)96

1)十 卵 療液20%

鍵3
,09

0・?9

0,4・9

0,019

,0,259

0・59'

0.4¢c

100,0c◎

1,H

6。S

6.7

6。7

6。8

6.8
　

先 す3%の 寒天に、岡片倉培地の基 汗の各要素

を同%に 混入 し、更 にグ ソセ リンを2%、 マラ

ヒッ ト緑 を、岡 片倉培地 と同様 に、し.岨%に 入れ

り
た寒天培地 と、Kir小ncrの 液 磯培地の基 礎 培 地

の各要素 を、同%に 混 人 し、 色素 を前 者 と同様 に

カllえた培地 を作 り、分 離培養 をやつて見 ると、何

れ も結核 菌は獲 育 しな い◎更に今度 は、色素 の量

en£Vflて 、剛 槍 培地の揚合 の肇ll　に して も、

更に減少して15量 にしても、結核菌は 依然とし

て獲育 して來ない、色素 を減少 した ものに、更に
の

馬血清・蝿鈴薯澱粉・可滑 凶澱 粉等を混入して も

矢張?1;lilill育して來ないe次 に前同様 に3%の 寒天

にKirchmer液 膿培地の基礎培地の各要素を同%

t't入れ、更に色素を、剛 倉 培地の揚合の1・5蟄

を入れ、之に牛乳を10%の 謝合に加えると、第

3表 で見る様に18本 中2本 に於て獲 育 して 來

一一_23___



148

た。帥ち11・1%の 陽性率である。又牛乳を20%

に混入すると、更に陽盤率が61%に 増加して來

る◎然 し聚落の数 も岡片倉培地に比 して少 く、聚

落の爽育迄の期聞 も、岡片倉培地が 李均11.2日,

であるのに、26日 、36・6日 と云う様に、非常な

差があるので、牛乳 を加えて 竜、分離増養に使用 癖

し得る程度にはならない。3く卵白を加えて も同様
'"である
e今 度は卵黄液、脚ち1ク の卵黄に水 を加 ・

えて、50ccと した ものを10%の 割合に加えて

見た。すると陽性率は岡片倉増地 と差は無いがヤ

聚落 も少 く、且、聚落の畿見溜來る迄の日歎 も、

岡片倉培地に比して、尋均5.8日 の開きがある。

卵黄水 を20%に 増量するき、大会 、岡片倉培地

に近づいて來うが・それで も・聚落の稜見する迄

の期間に、'3日 の開 きがある。又聚落の数 も多少

少 い。20%に 卵黄水 を加える事にすれぽ、從來の

鶏卵培地に比 して、鶏 卵の量が1/3量 で、足 りる

わけであるが、我 々は以上の奪験の檬に、岡片倉

培地に匹敵する所 までゆかなかつた。又寒天培地

は作 りに くい◇即ち寒天は50。C以 下に冷すと、

かたまつて しまう故、どうして も60◇C乃至70。C

前後に於て、鶏卵を混合 して、念いで斜面にする

,、 第4表 血清培地に關する實験

必要がある。又喀湊を培養する場合に、虞置して

得た沈渣を寒天培地に塗抹する際、寒天培地の斜

面が、つるケるする爲に、沈渣が思 う様ば、塗抹
し

出來ないで・折角塗抹 したと思つた沈渣が、自金

耳について來ると云 う様な揚合が佳々にしてあつ

た し、又塗抹 した斜面が水分 を吸牧 しない爲に、

。何時迄 も斜面の表面が温潤で》沈澄が下に垂れ下

鉱 凝固水の中迄落ち込む事がある。叉實際に斜

面に塗抹 したある部分のものは、下の凝固水の中

に落ち込む事は、1ク 月位培養を経過 した後に、

其のuaas水 の.PHを 測つて見ると・培養する前に

6・8前後のものが、62、6。3と 云 う様に酸性に傾

いている事で もわかるb叉 塞天培地は、共 の上に

聚落が初めて萬來かかつた時期に、之を聚落 とし

て獲見するのに、周片倉培地なξに比して、数等

骨が折れる。'-

以上の様な事で、我 々ほ寒天 を賦形閉 とする培

地を、分離培養に慮用する事を断念した。
編

(5)1血 清培地,

RoberLK◎chが 血清 を凝固させ夜培地を使用 し

て、初めて結核菌の培養に成功したのであるが、

共の後、馬鈴暮培地が萬來、更に鶏卵増地が撫る
ぜ

(其 の一)_
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檬になつてか ら、血清培地は、全然顧みられな く

なつた6余 等は屠殺場に於ゼ容易に手に入る血液

.より分離 した血清を賦形剤とするいろいろな培地

を試作して岡片倉培地と比較 して見たが共の中に

大艘、岡片倉培地に匹敵するものを考案する事が

萬來た。第4表 實験1で 見 る様に、血清 に2%グ

リセリンを入れ、2%マ ラヒツ'ト緑溶液を、O・4%

に加えて、血清凝固器で固めた培地1)は 、PHが

8.8で あるが、肋水などと違って㍉寿る程度結核

菌が獲育して來る。然 しこの増地は、岡片倉培地

と相距る事、甚だ遠い。之に肋水の場合と同様に

Kirchnerの 基礎培地の各要素を同%忙 加えてPH

を7。0に 下げた培地2♪ は、俄 然陽性率が良 くな

つて來る。即ち1)は 陽性率が37.5%で あるの

に、2)は87.5%で ある。3〈聚落の嚢育する迄の
ジ

期間 もかな り短縮 ざれる6然 し此の揚合 も、岡片

倉培地に較べると、陽性率 も多少劣るし、.聚落の

頚育する迄の 日撒 も、約6・H邊 れそいるe一それで

PHを 下げた培地に、更に可溶性澱粉、馬鈴薯澱

粉、牛乳、等を加えて見たが、之等の ものは、何

等嚢育を促進する事は出來ながつた。それで今度

は、肋水の場合 と同様にして、10%の 割合 に全

卵を加えて見た。此の培地は3)で ある。すると

表でわかる様に、更に更に焚青が良 くなつて、陽

性牽 も、聚落を畿見する迄の日数 も、殆ん ど岡片

倉増地と差が無 くなつて來る。 このKirchnerの

基礎増地の穂ての要素が全部必要であるかどうか

を・肋水の場合と同様に検討 しτ見ると、血清の

揚合に於ても・硫酸 マグネシア、拘構酸曹達、及

び第二燐酸 曹達は、必要で無い事がわかつたので

第一燐酸加里ヤアスバラギン・グ リセリンの適量

を探 し求めた。帥ち第1[實験で見る様に、血清に

アスパラギンをO・3%に ・グ リセリンを2.0%に

全卵を10.O%に 、又》2%マ ラヒツ ト緑液を0・4

%に 入れて培地を作 り、之を1)と し、之に更に

第一燐…酸加里を0.1%、O.2%、O.3%、O.4%、 α5%

と混入した増地 を夫々、2)、3)、4)、5)、6)と し

て、之等 を同時に岡片倉増地と比較 して見た。す

ると、第一燐酸加里の全然混入されなかつた1)

には、結核菌は全然嚢青しなかつた。そして第一

燐酸加里は、αズ%に 混入 された揚合に、最 も焚

青が良 く・漸次増量され るにつれて・陽性率 も・

又聚落の獲見され る叢 の日数 も、次第に悪 くなる

事がわかつた。邸ち血清培地の場合には、第一燐

酸加里の適量は、O.1%で ある。同檬にして、第一

燐酸加里α1%、全卵10%、 グ リセリン2%、2%

マラヒッ ト緑液、0.4%に 加えられた血清培地にお

けるアスパラギンの適量を探 した結果、アヌパラ

ギンの適星は、α3%で ある事がわかつた。 同嫌

にして・グ リセリンの適量 を探 した結果・2%で

ある事がわかつた。樹、この血清増地を、更に其

の獲育を促進させ る目的で、馬鈴薯熱浸出液、馬鈴

薯冷浸出液等を混入して見たが、著明ゐ促進は認

められなかつた◇叉肉エキスを混入 した揚合 も同

様であつて、 この揚合は、寧ろ阻止する檬な感が

あつた◎それで結局、.血清培地は次の檬な慮方に

なつた。

血 清

第 一燐酸加里

全 ・卵

グ リ セ リ ン

2%vラ ヒ ツ ト緑液

100.Occ

O.19

10.()cc

2.06c

O.4cc

此の培地では鶏卵の量を、從來の鶏卵培地に比

して1/7量 で足 りる。 ・

作 り方は肋水培地(後述第二報)に準する◇之の

血清培地と岡片倉培地とを比較したのが、第5表

第5表 血 清 培 地1ご 關 す る 實験(其 の二)

培地の種類 難人員

3

使用培.
地 数

浦

陽牲 培地藪
(陽性牽)
1緯 副 培 地 の 露 方

岡片倉培地

20 40

35(87.5%) 17.4(12～27)
血 清 培 地血 清100

KE黛PO40

全 卵10
グ リセ リン2
2%マ ラ ヒ ツ ト緑 液0

?-
8PH
46.6

_一

血清 培地 ・32(80・0%)

}

17.8(12～27)
匙

一一 一25_
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である。 瀞

此の實験では、血清培地の雰が多少劣る様であ

るが、しかし著明の差は無い。血清培地は凝固水

が豊富に出る故、血清凝固器の中を、淑潤にしな

くともよい。文屠殺場か ら血液をもつ て 來 る場

合、往 々にして溶血を起 している事 もあるが、之

等のもので も、清澄な血清に較べて、何等差異が

無 い。父1血清を分離する揚合に、血液が多少混つ

て も、差異は全 く見られない。 ζの血清培地を作

る場合に、血清が飴 り古 くなると、成績が劣つて

來る故、なるべ く新 しい ものを用いた方が よい。も

余等は大抵、屠殺揚か らもつて來た血液を一 日氷

室た入れて血清を分離し、翌 日使用ナ る 様 に し

た。伺此の培地での鋏黙は、雑菌の入 り易い黙で

ある。この血清培地は聚落が嚢育すると、其の後

の嚢育は猛烈であつて、岡片倉培地を凌駕する。

余等の用いた血清は、豚、牛であるが、其の聞に

何等の差異 も無し㌔

IV.結 論

1)岡 片倉増地に於ては、鶏卵液 と基汁とり混

合の割合は5;4で も、増養上、 本來の岡片倉培

地と全然差が無v・◎

2)tW3%の 寒天300ccに 樹 して、 岡片倉増地

に於ける、基汁100ccに 於ける各要素 を同量加

える。即ち第一燐酸加里0.59,第二燐酸嘗達O.59,

味の素1.09,を 加えて、 更にグ ゾゼリンを6cc

加 えて溶解 し、 滅菌試験管4ec宛 分注 して斜面

とし、更に其の上に岡片倉増地の基汁 と鶏卵液ど

の混合液を2cc宛 、 重盤して血濤凝固器で固め

た増地は、剛 ㌻倉培地に比 して、何等 遜 色が 無

い。此の培地では從來の鶏卵培地に比して鶏卵の

量を1/3量 に節約する事が出來る。

3)牛 、豚の血清leOccに 劃 して、 第一燐酸

加里O・1g,全 卵10ecグ リセ リン2・Occ2%マ ラ

ヒツ ト緑溶液O・4ccを 加えてv血 清凝固器で90。

C・1時 聞で麹 めた培地は・ 培養上、 岡片倉培地

と殆んど差が無い◎此の培地では從來の鶏卵増地

に比して、鶏卵の量 を1/7量 に節約する事がlli來

る。
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